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条 幅 規 定 参 考 手 本　　 ― 9 月29日 締切―
 

〈 

楷　

 

書 

〉
（
こ
の
課
題
で
書
体
は
自
由
。
但
し
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

 

〈 

行　

 

書 

〉

井
之
上　

南　

岳　

先
生
書

　

次
号
予
告
「
夜
窓
燈
影
分
書
幌　

午
榻
茶
烟
颺
鬢
絲
」

□
窓
竹
閑
陰
秋
水
薄ま
せ

り
。
砌せ
い

苔
新
色
暁
嵐
鮮
か
な
り
。　
（
唐
枢
）

条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　 ― 9 月29日 締切―
　

窓
に
そ
う
た
竹
の
小
か
げ
に
は
秋
の
水
が
迫
り
き
た
る
が
如
く
、
敷
石
に
蒸
し
た
る
新
苔
の
色
は
暁
の
山
気
が
侵
し
て
美
し
い
。 清　

原　

大　

龍　

先
生
書
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条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　 ― 9 月29日 締切―

条
幅
随
意
（
臨
書
）（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

舟　

尾　

圭　

碩　
先
生
書

吉　

田　

成　

美　
先
生
臨

□ 

い
つ
し
か
と　

者は

き
農の

盤は

む
介け

の　

可か

多た

よ
り
二に　

楚そ

ゝ
や
秋
と
そ　

可か

勢せ

も
き
こ
遊ゆ

る　
　

≪
新
古
今
和
歌
集
二
八
六
（
崇
徳
院
）
≫

　

  

い
つ
し
か
と　

萩
の
葉
む
け
の　

片
よ
り
に　

そ
そ
や
秋
と
そ　

風
も
聞
ゆ
る

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

▽
皇
甫
誕
碑�

大
理
少
卿
公
巨
細
必
察
同
張
季
之
聽
理
寛
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 9 月29日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

条 幅 随 意 参 考 手 本　　 ― 9 月29日 締切―

条
幅
随
意
（
半
折
1/2
縦・
の・
み・
） （
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

吉　

田　

成　

堂　
先
生
書

□ 

東
山
魁
夷
の
文　
　
　

海
近
く
の
濕
地
帯
に　

日
が
翳か
げ

る
と　

間
も
な
く
霧
が
流
れ
て
く
る
。

≪
手
本
（
課
題
例
）
に
と
ら
わ
れ
ず
意
欲
的
な
作
品
を
期
待
し
ま
す
。≫　
　

 

半
折
作
品
は
各
課
目
ご
と
に
横
1/8
に
一
枚
ず
つ
た
た
ん
で
提
出
く
だ
さ
い
。

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

山　本　飛　雲 先 生 書

条幅随意（半折1/2）漢字・詩文書の手本は、各月 
交互の掲載となります。

□ 

日に
っ

　
新し
ん

	
⃝

古
い
こ
と
や
よ
く
な
い
こ
と
を
改
め
、

日
々
に
新
し
く
す
る
こ
と
。
昨
日
を
振

り
返
り
、
そ
れ
を
超
え
る
今
日
に
す
る

こ
と
。 

―
禅
林
名
句
墨
場
辞
典
―

	
⃝

金
文
に
拠き

ょ

を
求
め
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て

一
気
呵
成
に
書
き
ま
し
た
。
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 9 月29日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
風ふ

う

琴こ
ん

万ば
ん

壑が
く

の
松ま

つ

（
劉
仙
倫
）

　

風
が
か
な
で
る
琴
の
音
は　

多
く
の
谷
の
松
を
吹
い
て
生
ず
る
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
野
菊
淡
秋
心
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 9 月29日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 9 月29日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
風ふ

う

琴こ
ん

万ば
ん

壑が
く

の
松ま

つ

（
劉
仙
倫
）

　

風
が
か
な
で
る
琴
の
音
は　

多
く
の
谷
の
松
を
吹
い
て
生
ず
る
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
野
菊
淡
秋
心
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 9 月29日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

坂　元　紫　香  先 生 書

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

≪
詩
文
書
≫　

風
船
を　

つ
れ
コ
ス
モ
ス
の　

中
帰
る　
　
〈
石
原
八や

束つ
か

の
句
〉
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半 紙 随 意（ 臨 書 ）参 考 手 本　　 ― 9 月29日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目は一人一点とする）

≪
臨　

書
≫　

リ
ズ
ム
に
乗
っ
た
勢
い
の
あ
る
線
と
懐
の
明
る
さ
を
表
現
し
よ
う
。

「
張
季
之
聽
」

▽ 

皇
甫
誕
冊

半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 9 月29日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 臨
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 9 月29日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

≪
仮　

名
≫　

い
つ
し
か
と　

者は

き
農の

盤は

む
け
の　

可か

多た

よ
り
耳に　

そ
ゝ
や
あ
支き

と
楚そ　

可か

勢せ

も
き
こ
ゆ
流る

舟　尾　圭　碩  先 生 書

　

い
つ
し
か
と　

萩
の
葉
む
け
の　

片
よ
り
に　

そ
そ
や
秋
と
そ　

風
も
聞
ゆ
る
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 9 月29日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

秋　永　春　霞  先 生 書

半紙随意の実用書・手紙文の手本は、各月 交互の掲載となります

一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　 ― 9 月29日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

≪
実
用
書
≫　
長
月　

秋
櫻　

初
秋
の
候　

秋
分　

野
菊　

重ち
ょ
う
よ
う陽の
節
句　

白
露

秋さ

ん

ま
刀
魚　

野
分
の
季
節　

燃
え
る
よ
う
な
彼
岸
花
が
道
端
を
彩い

ろ
どる
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　 ― 9 月29日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

≪
暮
ら
し
に
役
立
つ
書
≫　
　
　

兵　頭　白　慧  先 生 書

罫
の
あ
る
便
箋
に
書
い
て
み
よ
う
。
≪
26
㎝
×
18
㎝
≫　

紙
質
は
自
由
。

※ 本研究社にて「特選便箋」を発売しております。本誌裏面をご参照の上、ご利用ください。
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ｂ≫　 ― 9 月29日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

小　畠　秋　聲  先 生 書
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一般の方も是非チャレンジしてください。坂元紫香　先生書

今月のかきかたドリル（形や注意する点に気をつけてゆっくり書こう�）
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学 生 部 条 幅1/4  参 考 手 本   　  ― 9 月29日 締切―

（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
の
も
の
も
よ
い
。
但
し
、
そ
の
学
年
に
ふ
さ
わ
し
い
語
句
が
望
ま
し
い
。）

小 学 ４ 年 小 学 ３ 年 小 学 ２ 年 ようねん・小学１年

≪
条
幅
1/4=

四
尺
画
仙
紙
半
折
1/4
…
68
㎝
×
17
・
５
㎝
≫　

秋

永

春

霞  

先 

生 

書

中学 ２・３年 中 学 1 年 小 学 ６ 年 小 学 ５ 年

学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　 ― 9 月29日 締切―
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　 ― 9 月29日 締切―

よ
う
ね
ん
・
小
学
一
年

次
号
予
告
「
わ　
　

ら
」

□
「
ほ
」
の
〝
む
す
び
〟
は
、
筆ふ
で

の
軸じ
く

だ
け
を
ま
わ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

坂　元　紫　香  先 生 書

小
学
二
年

□
筆ふ
で

を
軽か
る

く
に
ぎ
っ
て
、
腕う
で

全
体
で
伸の

び
や
か
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

次
号
予
告
「
お
み
こ
し
」

小
学
三
年

次
号
予
告
「
水　
　

玉
」

□
「
山
」
は
左
右
の
空
き
に
注
意
し
、「
車
」
は
横
画
を
等
間
か
く
を
意
識
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
こ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

小
学
四
年

□
穂
先
の
向
き
や
〝
左
払
い
〟・〝
右
払
い
〟・〝
ハ
ネ
〟
の
筆
使
い
に
気
を
つ
け
て
伸
び
や
か
に
書
こ
う
。

次
号
予
告
「
知　
　

る
」
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 9 月29日 締切―

小
学
五
年

次
号
予
告
「
登　
　

山
」

□
「
記
」は
横
画
を
や
ゝ
右
上
が
り
に
。「
念
」は
上
下
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
て
、払
い
を
長
め
に
。

秋　永　春　霞  先 生 書

小
学
六
年

□
「
提
」
は
最
終
画
の
右
払
い
を
伸
び
伸
び
と
。「
灯
」
は
〝
丁
〟
を
し
っ
か
り
強
め
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

次
号
予
告
「
創　
　

造
」

中
学
一
年

次
号
予
告
「
挑　
　

戦
」（
行
書
） 　

□
文
字
の
配
置
、
画
数
の
多
い
文
字
と
少
な
い
文
字
と
の
調
和
に
注
意
し
て
、
明
る
く
伸
び
や
か
に
書
こ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

中
学
二
・
三
年

□
画
数
の
多
い
字
と
少
な
い
字
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
、
点
画
の
流
れ
を
意
識
し
て
筆
脈
の
あ
る
作
品
に
し
よ
う
。

次
号
予
告
「
荒
城
の
月
」（
行
書
）
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

9
月

29日
締

切
―

とめる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

ようねん（※ようねんの方は、小学一年の課題を書いてもよい。但、審査は従来通りです。）

とめるとめるとめる

小学一年
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

9
月

29日
締

切
―

（き）

はねるななめにうつながくつきでる　

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学二年

（れん）（じょ）

上にはねる長めにはねるとめる右上にはらう

小学三年
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

9
月

29日
締

切
―

便利（べんり）
つき出ないはねる右から左へはらうはねる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学四年

（そう）

まっすぐ下におろす

つき出ないとめる

小学五年

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

9
月

29日
締

切
―

まっすぐ下におろす つき出ない

（ちぢ）（ぼう）

下がいちばん長い間をあける

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
　

小学六年
（けい）（もも）

ななめにうつ

中学


